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マルチターン飛行時間型質量分析計「MULTUM」とは
イオンを同一飛行空間を複数回周回（マルチターン）さ
せることで飛行距離をかせぎ，小型でありながら高分解
能が得られる飛行時間型質量分析計．理学研究科物理学
専攻質量分析グループの豊田・石原らによって開発され
た．飛行時間型としては世界最高の質量分解能35万を
達成し，世界的に非常に高く評価されている．
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 (m/z = 27.9944)

500.5 cycles (642.871 m)
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一号機「MULTUM Linear plus」

40 cm

二号機「MULTUM II」
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